
2023/1/20集計

妊孕性温存を施行した男性（2022年度 386 例、登録症例の 95 %）

2021年度 登録症例数 妊孕性温存施行した症例数

血液疾患（白血病） 91 86 94.5

血液疾患（リンパ腫） 76 73 96.1

血液疾患（その他） 14 14 100.0

乳腺腫瘍 0 0 0.0

精巣腫瘍 69 66 95.7

骨軟部腫瘍 25 24 96.0

消化器腫瘍 50 48 96.0

脳腫瘍 17 15 88.2

自己免疫疾患 3 3 100.0

泌尿器腫瘍 20 19 95.0

その他 55 52 94.5

合計 420 400 95.2

妊孕性温存を施行した女性（2022年度 340 例、登録症例の 82 %）

2021年度 登録症例数 妊孕性温存施行した症例数

血液疾患（白血病） 42 31 73.8

血液疾患（リンパ腫） 33 22 66.7

血液疾患（その他） 8 8 100.0

乳腺腫瘍 248 219 88.3

骨軟部腫瘍 21 16 76.2

消化器腫瘍 13 10 76.9

脳腫瘍 8 8 100.0

婦人科腫瘍 18 8 44.4

自己免疫疾患 5 3 60.0

泌尿器腫瘍 1 1 100.0

その他 16 15 93.8

合計 413 341 82.6
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